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ハ
ヤ
ブ
サ
駅

山
陰
営
業
所　

正
本
真
也

　

鳥
取
県
の
観
光
名
所
は
砂
丘
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
若
桜
鉄
道
の
隼
駅
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
素
朴
な
木
造
の
無
人
駅

で
す
が
、
今
や
八
頭
郡
八
頭
町
を
代
表
す
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
二
〇
〇
八
年
。
駅
名
が
ス
ズ

キ
の
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
「
ハ
ヤ
ブ
サ
」
と
同

じ
と
い
う
こ
と
で
、
バ
イ
ク
雑
誌
が
「
八
月

八
日
は
ハ
ヤ
ブ
サ
の
日
」「
隼
駅
に
集
ま
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
て
全
国
か
ら
ハ
ヤ
ブ
サ
乗
り
が

集
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

以
来
毎
年
八
月
八
日
前
後
に
は
地
元
の
手

で
「
隼
駅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
近
年
は
来
場
者
二
千
人
を
超
え
る
規

模
に
ま
で
成
長
。
メ
ー
カ
ー
の
ス
ズ
キ
も
協

賛
し
社
長
自
ら
来
場
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

当
日
は
近
く
の
公
園
に
出
店
が
並
び
、
ス

テ
ー
ジ
で
プ
ロ
の
ラ
イ
ダ
ー
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
や
地
元
の
伝
統
芸
能
の
披
露
、
記
念

撮
影
会
が
行
わ
れ
る
他
、
若
桜
鉄
道
の
車
両

と
ハ
ヤ
ブ
サ
乗
り
が
並
走
し
て
の
パ
レ
ー
ド

等
々
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

隼
駅
構
内
に
は
売
店
が
設
置
さ
れ
ハ
ヤ
ブ

サ
グ
ッ
ズ
を
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
駅
の
横

に
は
引
退
し
た
列
車
を
配
置
し
て
ラ
イ
ダ
ー

の
休
憩
施
設
と
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
好
き
・

鉄
道
好
き
の
方
、
ま
た
そ
う
で
な
い
方
も
八

月
に
お
越
し
の
際
は
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
砂
丘
へ
も
近
い
で
す
し
…
。

　２０１８年７月、西日本を中心に記録

的な豪雨が続き、各地で土石流や河

川の氾濫が発生しました。広島県で

は住宅地や道路、橋梁、ライフライ

ンなどへの被害が相次ぎ、約９,５００
世帯が避難を余儀なくされました。

　広島市周辺の砂防事業を管轄する

国土交通省では、事態を受けて緊急

の災害復旧を図るとともに新たな計

画に着手、土石流が発生した箇所に

重点的に砂防堰堤を整備することと

なりました。

　このうち広島市安佐北区に設置さ

れた太田川水系矢口川の堰堤３基は

一部の工事を残して概ね完成。いず

れも水通し部を鋼製透過型とした重

力式コンクリートのダムとなってい

ます。そして本体部の施工では、型

枠を外さずにそのまま仕上げ面とす

ることで工期短縮を図ることができ

る残存型枠「パットウォール」が採

用されました。

　パットウォールは耐アルカリガラ

ス繊維補強モルタルを高圧プレス成

型したパネル型の製品で、コンクリー

ト打設高さ１. ５ｍの側圧に耐える強

度を持っています。その一方で人力

で組付けができる軽量さ ( 無地タイ

プで１６.８ｋｇ) も併せ持っているた

め、施工環境の厳しい山間部におい

ても重機に頼らない作業が可能です。

　型枠がそのまま仕上げ面となるた

め、例えばコンクリート打設後

すぐに端部の埋め戻し作業に入

ることも可能。災害対策工事

にとって少しでも早い作業完了

は関連事業をより推し進め、安

心な暮らしの前倒しに貢献しま

す。また外した型枠の廃材処理

が不要であることは環境対策面
Ｊ-スリット堰堤

鋼製スリットダム B型

での大きなメリットとなります。

　これら鋼製透過型の砂防堰堤は全

面コンクリートの不透過型と異なり

細かい砂などはそのまま流し貯砂許

容量を確保しつつ、甚大な人的・物

的被害をもたらす流木や土石流を効

果的に捕捉するものであり、昨今全

国各地で発生している土砂災害に対

してますます大きな役割を担う施設

です。岡三リビックはこれからも、

災害から人々を守る確かな仕事で貢

献してまいります。

　

Ｊ-スリット堰堤

広島県
太田川水系
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ち
ゃ
ぶ
台
で
団
ら
ん

　

か
つ
て
家
の
間
取
り
が
和
風
だ
っ
た
時
代
、

そ
の
家
族
団
ら
ん
の
中
心
に
は
ち
ゃ
ぶ
台
が

あ
っ
た
。
た
だ
、
高
度
成
長
期
以
降
に
普
及

し
た
テ
ー
ブ
ル
生
活
と
の
対
比
で
ち
ゃ
ぶ
台

は
伝
統
的
な
家
具
と
思
い
が
ち
な
も
の
の
、

実
は
さ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
い
。

　　

ち
ゃ
ぶ
台
が
登
場
す
る
以
前
、
例
え
ば
江

戸
時
代
の
頃
は
銘
々
の
食
事
が
お
膳
に
乗
っ

て
小
分
け
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
場
合
で
食

事
の
順
番
も
家
長
が
優
先
さ
れ
全
員
一
緒
で

は
な
い
。
だ
が
そ
こ
に
明
治
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
式
の
テ
ー
ブ
ル
を
使
う
食
事
の
文
化
が
持

ち
込
ま
れ
、
こ
れ
を
日
本
の
床
暮
ら
し
に
応

用
し
た
食
卓
が
ち
ゃ
ぶ
台
の
元
と
な
る
。

　

特
に
明
治
末
期
に
足
が
折
り
畳
め
る
丸
型

の
も
の
が
流
通
し
始
め
る
と
、
都
市
圏
の
、

場
合
に
よ
っ
て
は
リ
ビ
ン
グ
も
ダ
イ
ニ
ン
グ

も
、
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
も
ひ
と
つ
の
部
屋
で
兼

ね
る
よ
う
な
狭
い
庶
民
の
家
々
で
圧
倒
的
に

支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
隅
が
な
い

こ
と
で
狭
い
部
屋
で
の
行
き
来
の
邪
魔
に
な

ら
な
い
う
え
、
座
る
人
数
や
位
置
を
限
定
し

な
い
こ
と
が
広
く
人
気
を
博
し
、
東
京
だ
け

で
一
日
三
千
個
も
生
産
さ
れ
た
と
い
う
。
丸

い
卓
は
ま
た
、
新
時
代
の
家
族
関
係
は
平
等

で
対
等
な
も
の
と
い
う
空
気
を
醸
成
す
る
こ

と
に
も
貢
献
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
そ
も
そ
も
「
ち
ゃ
ぶ
」
と
は
何

だ
ろ
う
？
中
国
語
の
「
吃ち

ゃ
ふ
ん飯

（
食
べ
る
）
」
な

ど
由
来
を
外
国
に
求
め
る
複
数
の
説
が
あ
る

も
の
の
、
詳
細
は
不
明
と
い
う
。
「
卓
袱
台
」

の
漢
字
も
中
国
語
由
来
の
当
て
字
だ
。

光硬化で管更生

スリップシート引込
ソールスライナー引込

管端パッカー取付
ＵＶチェーン挿入

拡径
光硬化

管口切断
インナーフィルム除去

Ｊ-ＴＥＸ工法

小～中口径用（φ150～ 500mm） 中～大口径用（φ550～φ800mm）

ＵＶチェーン （光照射装置）

施工工程

　「Ｊ-ＴＥＸ工法」は、紫外線照射に
よる樹脂硬化技術を用いた管更生工
法です。
　特殊な編み込みのガラス繊維製不
織布に光硬化性樹脂を含浸した「ソー
ルスライナー（ＳＯＲＳ ＬＩＮＥＲ）」
を工場の徹底した品質管理のもとで
製造。現場ではマンホールから既設
管内にソールスライナーを引込んで
専用治具「パッカー」を上下流端部
に取り付け、送風機によってその内
部を拡径した後に光照射装置「ＵＶ
チェーン」を挿入します。
　送風機によってソールスライナー
が既設管内面に密着して規定圧力
に達したことを確認したのち、ＵＶ
チェーンの照射する紫外線によって
樹脂を硬化させ所定の強度と耐久性

を有した更生管を形成します。

　その施工は管径φ３００ｍｍ×延長Ｌ
３０ｍの条件でわずか４時間程度と超
スピーディ。また、ＵＶチェーンの
前後と専用治具にはカメラが装着さ
れているため、硬化時等の施工管理
が更生管内部の全延長において可能。
常に高い品質を保持した仕上がりを
実現します。
　Ｊ-ＴＥＸ工法は従来工法と比べて
ライナー材を長期保管でき、荷姿・
重量もコンパクトなため運搬時のＣＯ２

を削減。また硬化養生水が不要であ
るなど環境負荷低減に貢献します。
さらに光硬化に関わるコントロール
ユニットは従来の同種工法に比べ小
型化されており、施工車両１台に施
工機材と発電機及び材料等一式を積
載できるため、経費縮減や作業員負
担の軽減にも貢献します。

　岡三リビックは現場のニーズに応
えた様々な管更生工法をご要望に合
わせて柔軟に対応できる体制を整え
ています。

（公財）日本下水道新技術機構
建設技術審査証明
第２００３号取得

管口仕上げ
工事完了

準備工
水替え

施工中の紫外線照射状況
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